
病害虫注意報 2021年2月号
イチゴ編

※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

時期 対象病害虫 薬剤名 倍率
使用
時期

回数
影響日数

ﾐﾂﾊﾞﾁ ﾏﾙﾊﾅ ﾐﾔｺ ﾁﾘ

1～
２月
頃

ﾊﾀﾞﾆ類

【天敵】スパイデックス(チリカブリダニ) 100～300ml/10a
(約2,000～6,000頭)

・ 天敵導入後10～14日間は、葉かき 及び 薬剤散布は控え天敵の定着を促しましょう
・ ダニが多い圃場は、2週続けて天敵を導入しましょう

2月
➀

うどんこ病
炭疽病

灰色かび病
シグナムWDG

1,500～2,000倍
(うどんこ病・炭疽病

2,000倍)
前日 2回 0日 0日 －

ｱｻﾞﾐｳﾏ類
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ カウンター乳剤 2,000倍 前日 4回 1日 0日

2月
➁

うどんこ病
灰色かび病 ネクスターフロアブル 1,000倍 前日 3回 1日 0日

ﾊﾀﾞﾆ類 ダニオーテフロアブル 2,000倍 前日 2回 0日 0日

★ いずれの薬剤も、高温時・多湿時の散布は控えその日のうちにきちんと乾かしましょう！

作終盤の病害虫の蔓延を防ぐために 引き続き定期的な防除をしましょう！

卵(ハダニ類)効果あり

予

薬剤散布前には葉かきを行い、
薬剤のかかりを良くしましょう！

アザミウマ対策に!
アザミウマは1度発生してしまうと

防除が難しいです！

→ サイドや天窓を開ける前に

ハウス周りの除草を!!

圃場内への飛び込みを防ぐことが大切です!

野菜類登録
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類・ﾊﾀﾞﾆ類・ｺﾅｼﾞﾗﾐ類・うどんこ病
1,000倍/収穫前日/回数制限なし ﾊﾁ1日

※高温注意
※混用不可薬剤あり気門封鎖剤を利用して

他剤の使用回数を抑えましょう！

予
・
治

展着剤登録あります!

▹優れた展着性・浸透性で、
葉先や果実の先までカルシウムを‼

10～14日おきに
葉面散布

肥料登録
生第83188号

アミスター、無機銅、ホルモン剤
液肥類との混用は出来ません

1,000倍

▹有機酸とトレハロースによるＷキレート
カルシウム含有

10パック入り
(10a標準使用量：6パック)

●低温や高温でハチが箱から出てこない
●花が少なくハチが寄り付かない
●ハチが思う様に飛ばない
●毎年着果不良や奇形果が多い

こんな時におすすめ！

※使用方法など詳細は
お問い合わせください‼

※野菜類(施設栽培)登録

アグリ

おすすめ資材
酸欠を防ぎ根の動きを促す！

初期の活着時や高温期に

灌水処理がお勧め！


